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教室の肝内結石症の治療は術後胆道鏡を加味した術式

を主に選択してきた力辞), 術後胆道鏡によっても結石遣

残となる原因は主に肝内胆管の狭窄と同部への結石嵌頓

のためである.この対策として最近 Nd:YACレ ーザー

を胆道鏡下に導入することにより安全に臨床応用できる

ことを確認し,肝 内結石症に対して良好な裁石効果を得

ている。以下われわれが最近施行している手技について

紹介する.

まずエコーガイ ド下に PTCDを 施行, 2週 間前後で

小児用気管支チューブで直径 6mmま で痩子しの拡張をは

かる.つ いで胆道鏡を挿入し裁石をおこなっていくが,

大きい結石や嵌頓結石を認めた場合には 出力70W前 後

で0。5秒照射をくりかえす。この時, 消化管止血の際に

C02ガ スを流す孔に蒸留水を流しながら照射をおこな

えばクオーツファイパーの破損も予防でき視野の妨げも

なく安全に直視下に照射ができる.結石表面に努孔像が

得られた後に,鰐 口鉗子などで把持すれば,容 易に小破

片となる.以 下は従来の裁石法と同様である。このよう

にして内視銃下の確認結石を裁石後, 5mmの 胆道鏡に

て肝内胆管枝の選択観察,造影を施行し,完全裁石を確認

する。この後われわれの開発した胆道鏡用留置カテーテ

ルを療孔内に挿入し,外来にて最低 2カ月は経過をみる。

時 床 例

症例 1.33歳 男性,非 狭窄性の左右肝内結石症で,特

に肝門部にて左肝内胆管枝に大きな結石を認め,胆 襲直

接努rll造影で胆案内には結石のないことを確認後,左 肝

内胆管枝に PTCDを 施行した.そ の後 2週間で直径

6mmま で広ろげ, まず胆道鏡下に左肝内胆管内の大き
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な石をレーザーで砕 き,裁石を開始した.結局49日間合

計9回の胆道鏡下裁石で治療が終了した。レーザーを使

用し砕石をおこなったのは3回である (写真).

写真

この症例のほかに現在までに PTCD療 孔 より3例 ,

術後の T tube痩孔より1例の4例 の肝内結石症にレー

ザーの砕石をおこなつたがいずれも良好な成績である.

結  語

1,胆 道鏡下裁石時のレーザー利用は従来の裁石時に

困難であった大きな結石や嵌頃結石に対して非常に有効

である.

2.肝 内結石に対する照射 は75W,0,5秒 照射 のくり

かえしが安全である。

3.症 例によっては今後本法による非開膜下の肝内結

石症の治療が普遍的となり得る。

4.ガ スジェット孔を利用した蒸留水の潅流はファイ

パー先端の破損を防ぐ.
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